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■２面 女性ニュース／国会 ■
３面 読者のページ／まんが／パ
ズル／短歌 ■４～５面 飲食店
を応援／土地利用規制法案／ジェ
ンダー講座／ホット ■６面 手
づくり布ナプキン／母の歴史／自
然とあそぼう！ ■７面 新婦人
のページ／主張／遊びで育つ

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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コロナ禍のなか、経済的事情で生理用品が購入できない

「生理の貧困」が世界各国で社会問題となり、日本でも「生

理用品の無料配布を」の運動が急速にひろがっています。
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５月28日、日本婦人団体連合会（婦団連）がジェンダー４署名を国会に提出

（写真）。つづいて６月１日には、女性差別撤廃条約実現アクション（OPCEDA

W）による院内集会と署名提出が行われた〈２面へ〉
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初の女性教育長と懇談【富山県本部】５月27日、

初の女性教育長、女性活躍推進室長と懇談し、生理用品の

無償配布を要請
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